
本
書
の
特
色

　

こ
の
本
は
、
前
学
年
ま
で
の
学
習
内
容
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
新
中
学
２
年
生
の

た
め
の
テ
キ
ス
ト
で
す
。

　

各
課
と
も
、
最
初
の
２
ペ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト
と
例
題
で
重
要
な
内
容
を
お
さ
え
、

次
の
２
ペ
ー
ジ
の
演
習
問
題
で
実
力
を
定
着
さ
せ
る
…
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
文
法
・
語
句
も
読
解
問
題
と
並
行
し
て
学
習
で
き
ま
す
。
一
課
に
一
枚

の
別
冊
確
認
テ
ス
ト
が
つ
い
て
い
ま
す
。
各
課
の
理
解
度
チ
ェ
ッ
ク
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

　

講
習
準
備
テ
ス
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
講
習
を
受
け
る
前
の
実
力
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
後
に
は
、
総
合
確
認
テ
ス
ト
で
学
習
の
成
果
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

1
　
説
明
的
文
章
⑴  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

2

2
　
説
明
的
文
章
⑵  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

6

3
　
小
説
文 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

10

4
　
随
筆
文 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

14

5
　
情
報  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

18

6
　
詩し

い

歌か

・
古
典  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

22

《
語
句
問
題
》

　
1

　
類
義
語
・
対
義
語

　
／

　
2

　
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句 ････････････････････････････ 

26

　
3

　
文
の
組
み
立
て

　
／

　
4

　
漢
字
の
部
首
・
画
数
・
音
訓 ･･･････････････････････ 

27

　
5

　
熟
語
の
構
成

　
／

　
6

　
自
立
語
・
付
属
語 ･････････････････････････････････････ 

28

総
合
問
題  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

29

＊
漢
字
パ
ズ
ル  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

31

本
書
の
使
い
方

•
ポ
イ
ン
ト
・
例
題
…
… 

そ
の
課
で
学
習
す
る
内
容
と
基
本
的
な
問
題
を
取
り
あ
げ

て
い
ま
す
。

•
演
習
問
題
…
… 

ポ
イ
ン
ト
・
例
題
で
学
習
し
た
内
容
を
も
う
一
度
確
か
め
る
た
め

の
演
習
問
題
で
す
。「
思
考
力
問
題
」
に
は
◎
を
つ
け
て
い
ま
す
。

•
語
句
問
題
…
… 

読
解
問
題
が
一
課
終
わ
っ
た
ら
、
語
句
問
題
も
一
課
取
り
組
む
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
総
合
問
題
…
…
文
法
・
語
句
の
総
合
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
く
じ

国
語
中
2

2

小
筆
文･･

典

語

新
中
学
２

例
題
で
重

る
…

て
学解

度
る
前学

習

自･
＊

･･･

げ

Sa
mp
le

mp
le

mp
le

な
っ
て
い
ま

一
課
に
一
枚

役
立
て
て
く

を
チ
ェ
ッ
ク

認
し

4455

情

66

詩し
い

歌

《
語
句
問
題
》

《
語
句
問

11

類
義
語
・
対

類
義
語

33

文
の
組
み
立
て

文
の
組
み

55

熟
語
の
構
成

語
の
構
成

／

問
題
問
題

･･･



18

　

  　

紙
が
ど
の
よ
う
に
再
生
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
調
べ
た
資
料
を
見
て
、
あ
と
の
問

い
に
答
え
な
さ
い
。

1【紙の原料】

【紙の再生のしくみ】

製紙工場

私たち

紙の製造

紙をリサイクル
ごみとして出す

古　紙
64%

木　材 など
36%

回収業者
・古紙として回収
・種類ごとに分別

●
情
報
の
読
み
取
り

　

資
料
（
グ
ラ
フ
や
表
、
新
聞
記
事
な
ど
）
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を

答
え
る
。

○
グ
ラ
フ
の
種
類

　

・
棒
グ
ラ
フ
… 

数
量
、
割
合
な
ど
を
比
較
す
る
と
き
に
使
わ
れ
る
。
ま
た
、
数
値
の

変
化
な
ど
も
表
せ
る
。

　

・
折
れ
線
グ
ラ
フ
… 

数
量
な
ど
の
変
化
の
推
移
を
表
す
と
き
に
使
わ
れ
る
。
個
別
の

項
目
を
比
較
す
る
よ
り
も
、
変
化
を
示
す
の
に
よ
く
使
わ
れ

る
。

　

・
円
グ
ラ
フ
… 

全
体
の
中
で
の
割
合
な
ど
を
比
べ
る
と
き
に
使
わ
れ
る
。
複
数
回
答

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
は
、
使
え
な
い
。

　

・
帯
グ
ラ
フ
… 

円
グ
ラ
フ
と
同
じ
よ
う
に
、
割
合
を
比
べ
る
と
き
に
使
わ
れ
る
。
全

体
を
帯
状
の
長
方
形
と
し
、
そ
の
区
切
ら
れ
た
面
積
に
よ
っ
て
全
体

の
中
の
割
合
を
示
す
。

○
ス
ピ
ー
チ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
原げ

ん

稿こ
う

　

 　

学
校
内
で
の
活
動
で
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
作
成
し
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た

り
す
る
場
合
の
表
現
方
法
や
、
改
善
方
法
な
ど
に
注
目
す
る
。
会
話
形
式
に
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
話
題
や
発
言
の
役
割
、
発
言
の
効
果
に
注
目
す
る
。

○
新
聞
記
事

　

 　

新
聞
に
投
書
さ
れ
た
記
事
を
用
い
て
、
そ
の
内
容
に
賛
成
す
る
意
見
と
反
対
す
る

意
見
の
比
較
な
ど
を
行
う
。そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む
こ
と
が
重
要
。

　
　

新
聞
の
割
り
付
け
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
な
用
語
を
覚
え
て
お
く
。

 

・
見
出
し
…
内
容
を
短
い
言
葉
で
表
し
た
も
の
。　

・
リ
ー
ド
文
…
内
容
の
要
約
。

　

・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
…
写
真
を
説
明
す
る
文
。　

・
コ
ラ
ム
…
書
き
手
の
意
見
や
感
想
。

ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　例
題

□
⑴　

紙
の
原
料
と
し
て
、
六
割
以
上
を
占
め
る
古
紙
は
、
元
は
ど
ん
な
も
の
で
し
た
か
。

次
の
文
の
　

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。

私
た
ち
が
使
っ
た
あ
と
、
　

と
し
て
出
し
た
紙
。

□
⑵　

私
た
ち
が
出
し
た
紙
を
そ
の
ま
ま
製
紙
工
場
に
持
ち
込
め
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

大
量
に
必
要
だ
か
ら
。　
　

イ　

大
き
さ
が
ま
ち
ま
ち
だ
か
ら
。

ウ　

量
が
多
す
ぎ
る
か
ら
。　

　

エ　

種
類
が
混
じ
っ
て
い
る
か
ら
。

□
⑶　

環
境
問
題
と
し
て
、
木
を
大
切
に
す
る
観
点
か
ら
、
紙
の
原
料
の
割
合
は
、
ど
う
な

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
か
。
考
え
て
書
き
な
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

⎣――――⎡

⎦――――⎤

エ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

⎣―――⎡

　
　
　
例

　
古
紙
の
割
合
が
増
え
る
こ
と
。 

⎦―――⎤

5

情
報

材 など
3

て
、

使
わ

に
使す

のれ
る

わ
れっ

て

た

て
、あ

てと
、そ

の

ら

ぎ
る
か
ら

⑶

環
境
問 Sa

mp
le

mp【紙の原料】紙の原料】mmmp
取
れ
る
こ
と
を

取
れ
る
こ
と

ま
た
、
数
値
の

、
数
値
の

る
。
個
別
の

個
別

く
使
わ
れ
わ
れ

回
答

Sa
□
⑴
□
⑴

紙
の
原
料
と

の
原

次
の
文
の

次
の
文S私たちが使っ

た

私
た
ち
が
使

□
⑵⑵

私
た
ち
が
出
し
た

私
た
ち
が
出

最
も
適
切
な

最
も
適
切

ア
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第５課　情報 　
 　

Ａ
中
学
校
の
生
徒
が
、
来
年
度
に
入
学
し
て
く
る
小
学
六
年
生
に
校
内
を
紹
介
す
る
こ

と
に
な
り
、
学
校
紹
介
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん

で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
□
⑴　

こ
の
話
し
合
い
の
目
的
は
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
考
え
る
こ
と
で
す
が
、
誰
を
対
象
に

し
た
ス
ピ
ー
チ
で
す
か
。

□
⑵　　
線
「
中
学
校
な
ら
で
は
の
行
事
」
と
あ
り
ま
す
が
、
内
田
さ
ん
は
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
提
案
を
し
た
の
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア　

六
年
生
が
興
味
を
も
つ
こ
と
を
話
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

イ　

行
事
以
外
の
こ
と
は
、
小
学
生
も
ほ
と
ん
ど
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
。

ウ　

た
く
さ
ん
質
問
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
こ
と
を
話
す
べ
き
だ
か
ら
。

エ　

中
学
校
に
入
学
す
る
の
に
、
不
安
を
も
た
な
い
で
ほ
し
い
か
ら
。

□
⑶　

こ
の
話
し
合
い
で
、
中
田
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
簡
潔

に
書
き
な
さ
い
。

2

中な
か

田た 　

や
は
り
、
中
学
校
の
主
な
行
事
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
の
が
い
い
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

山や
ま

崎さ
き 　

確
か
に
、
中
学
校
で
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の
か
は
、
き
っ
と
興
味
が
あ
る

で
し
ょ
う
ね
。

内う
ち

田だ　

小
学
校
に
は
な
い
、
中
学
校
な
ら
で
は
の
行
事
を
話
す
の
は
ど
う
で
す
か
。

中
田　

中
学
校
な
ら
で
は
と
言
う
と
、
何
が
あ
り
ま
す
か
。

内
田　

た
と
え
ば
、
文
化
祭
の
こ
と
な
ど
で
す
ね
。

山
崎 　

中
学
校
な
ら
で
は
と
言
え
ば
、
行
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
部
活
動
の
こ

と
を
話
す
の
も
、
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
田　

で
は
、
行
事
と
部
活
動
を
中
心
に
話
す
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⎣―――⎡

　
　
例

　（
来
年
度
に
入
学
し
て
く
る
）
小
学
六
年
生 

⎦―――⎤

ア

⎣――――⎡

⎦――――⎤

⎣―――⎡

　
　
　
例

　
話
し
合
い
を
進
行
す
る
役
割
。 

⎦―――⎤

　

 　

次
の
資
料
を
見
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

□
⑴　

体
力
テ
ス
ト
の
合
計
点
が
Ａ
の
生
徒
の
割
合
だ
け
に
注
目
す
る
と
、
男
子
も
女
子
も

同
じ
傾け
い

向こ
う

が
見
ら
れ
ま
す
。
次
の
文
の
　

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。

朝
食
を
食
べ
な
い
、
ま
た
は
朝
食
を
食
べ
な
い
日
が
多
い
生
徒
は
、
毎
日
食
べ
る
生

徒
に
比
べ
て
Ａ
の
割
合
が
　

傾
向
に
あ
る
。

□
⑵　

こ
の
結
果
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

朝
食
を
毎
日
食
べ
る
生
徒
は
、
男
子
の
ほ
う
が
体
力
テ
ス
ト
の
合
計
点
が
高
い
。

イ　

体
力
テ
ス
ト
の
合
計
点
が
全
国
平
均
を
下
回
る
の
は
、
朝
食
を
食
べ
な
い
生
徒
だ

け
だ
。

ウ　

Ｄ
と
Ｅ
の
生
徒
の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
、
朝
食
を
食
べ
な
い
生
徒
だ
。

エ　

Ａ
の
生
徒
と
Ｅ
の
生
徒
の
全
体
の
差
は
、
男
子
の
ほ
う
が
大
き
い
。

□
⑶　

こ
の
結
果
か
ら
、
体
力
を
つ
け
た
い
生
徒
は
、
朝
食
の
習
慣
を
ど
の
よ
う
に
す
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
か
。

3

A B C D E【男子】

A B C D E【女子】

朝
食

毎日食べる 8.0

5.3　

5.1　

5.1　

25.9

32.8
1.7

32.6

37.337.3 22.022.0 6.9 42.0

41.6全国平均

50.0

50.7

47.9

46.4

45.8

全国平均

体力合計点

体力合計点

20.3 10.2 39.736.436.4 27.827.8

18.7 11.7 39.0

18.9 12.3 38.8

食べない日
もある

食べない日
が多い

食べない

朝
食

毎日食べる

食べない日
もある

食べない日
が多い

食べない

35.335.3

34.134.1 29.729.7

29.229.2

23.923.9 9.09.0

24.1 31.2 28.828.8

20.6 29.1 30.730.7 15.515.5

18.3 28.6 32.532.5 16.716.7

13.213.2
2.7

4.2

3.9

※A～Eは，体力テストの評価段階。 Aが最も高く，E
　が最も低い。
※体力合計点は，握力，持久走などの体力テストの結果
　を得点化したその合計。

中学生の体力テストの合計点

あくりょく

スポーツ庁「令和元年度全国体力・運動能力、
運動習慣等調査結果」

（単位：％）

（単位：％）

例
　
低
い

⎣――――⎡

⎦――――⎤

ウ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

⎣―――⎡

　
　
　
例

　
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。 

⎦―――⎤

す
が

な
ぜ号

で

が
い
い
と
思
い

の
か
は
、

の
行ま

す
ま
せ

し
た

六
年

テ
スが

見べ
なの

割
み
取い

。生
徒が

全

生
徒
の
割

の
生
徒
と

⑶

こ
の
結

A

毎日食

学生の体

Sa
mp
le

mp
を
対
象
にに

あ

の
は
ど
う
で
す
か
。

は
ど
う
で
す
か

部
活
動
の
こ

部
活
動
の
こ

思
い
ま
す
。

ま
す
。

mp
le

⎦―――⎤

□
⑴
□
⑴

体
同
じ
傾

朝
食
を

徒
に
比
べ
て

徒
に
比

□
⑵
□
⑵

こ
の
結
果
か

こ
の
結

び
、
記
号
で
答
え
な

記
号
で
答

アア

朝
食
を
毎
日
食

朝
食
を
毎

イイ

体
力
テ

体
力

け
【男
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1 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
を
し
ま
し
た
。
次
の
資
料
を
見
て
あ
と

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

□
⑴　

こ
の
資
料
の
内
容
を
グ
ラ
フ
で
表
す
と
き
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
グ
ラ
フ
の
種
類
を
答

え
な
さ
い
。

□
⑵　　
線
「
小
売
店
の
レ
ジ
…
…
確
認
せ
ず
に
入
れ
る
。」
は
、
六
割
を
超
え
る
人
が

過
剰
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
で
き
る
改
善
方
法
と
い
え
る

も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

箸
等
を
使
う
物
は
売
ら
な
い
。　
　

イ　

箸
等
は
要
求
さ
れ
て
も
入
れ
な
い
。

ウ　

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
に
す
る
。　
　
　

エ　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
禁
止
す
る
。

□
⑶　

あ
る
中
学
生
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
削
減
を
ク
ラ
ス
で
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
調
査
結
果
と
と
も
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
実
態
を
表
す
資
料
が
あ
る
と
、
よ

り
説
得
力
が
増
す
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
資
料
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一

つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量
。　
　

イ　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
量
。

ウ　

焼し
ょ
う

却き
ゃ
く

さ
れ
る
ご
み
の
量
。　
　
　

エ　

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
量
。 （環境省「プラスチックを取り巻く国内外の

状況 2018 年 8 月」より作成）

【資料】
プラスチックを利用した各種サービス
に関する市民アンケートの結果

棒
グ
ラ
フ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

ウ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

イ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

２　

Ａ
中
学
校
の
生
徒
会
で
は
、
交
通
安
全
に
関
す
る
校
内
新
聞
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
次
の
資
料
を
見
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

□
⑴　

生
徒
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
う
ち
、
中
学
生
に
よ
び
か
け
る
こ
と
で
は
、
直

接
的
に
は
全
く
効
果
が
期
待
で
き
な
い
内
容
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ア
〜

エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

□
⑵　

割
り
付
け
案
を
見
た
と
き
に
、
あ
る
生
徒
が
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
扱
い
に
つ
い
て
修

正
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
修
正
方
法
が
あ
り
ま
す

か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
独
立
し
て
は
扱
わ
な
い
。

イ　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
法
な
ど
を
く
わ
し
く
載の

せ
る
。

ウ　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
記き

載さ
い

す
る
。

エ　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
て
、
も
っ
と
目
立
つ
場
所
に
置
く
。

□
⑶　

リ
ー
ド
文
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
か
。
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

□
⑷　

こ
の
新
聞
の
見
出
し
に
合
う
も
の
を
、
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

交
通
安
全
の
意
義　

　

イ　

通
行
中
の
迷
惑
を
意
識
し
よ
う

ウ　

危
険
な
自
転
車　
　
　

エ　

登
校
中
も
気
を
つ
け
よ
う

生徒に対するアンケート結果
●通行中に迷

めい

惑
わく

と感じたこと
ア　横断歩道で車が止まって
くれない。……………78％

イ　自転車が歩道でスピード
を出す。………………51％

ウ　歩行者が車道に広がって
歩く。…………………23％

エ　車や自転車が信号無視を
する。…………………17％

割り付け案

生徒に対する
アンケート
結果

本
文

本
文

リ
ー
ド
文

交
通
安
全
新
聞

見出し

ア

⎣――――⎡

⎦――――⎤

エ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

⎣―――⎡

　
　
　
例

　
記
事
の
要
約
や
、
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
役
割
。 

⎦―――⎤

イ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

過
か

剰
じょう

であると回答されたサービス

小売店のレジで、店員が箸・フォ
ーク・スプーンを、商品購

こう
入
にゅう
者
しゃ
に

必要かどうか確認せずに入れる。
…………………………………63％

小売店等で販売されている弁当容
器の中で、おかずをさらにプラス
チック製やアルミ製のカップに入
れる。…………………………58％

贈答品のお菓子に、個数分のフォ
ークやスプーンが入っている。
…………………………………46％

街中やイベント等で、無料でうち
わが配布される。……………53％
 （複数回答）

演

習

問

題

⑴
接
的か

ら
付
けし

い切
な

グ
ラ

超
えと

い
。

棒

ト
結の

方結
果を

グ
よ
う
な

⑷

こ
の
新

割

⎣

っている
………………4

やイベント等で、無料でうち
わが配布される。……………53％

（複数回答）

Sa
mp
le

mp
種
類
を
答答が

「プラスチックを取り巻「プラスチックを取り巻
況 2018 年 8 月」より作成）年 8月」より作成）e

⎦―――――⎤⎤―

□
⑵
□
⑵

割
正
し
て

か
。
最
も

かアア

ア
ン
ケ

ア

イイ

ア
ン
ケ
ー

ア

ウウ

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン

エ

ア
ン
ケ
ー
ト
結

ア
ン
ケ
ー

リ
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第５課　情報

え
な
さ
い
。

ア　

読
む
本
を
選
ん
で
お
く
。　

　

イ　

誰
が
何
を
す
る
か
決
め
て
お
く
。

ウ　

行
う
日
を
決
め
て
お
く
。　

　

エ　

図
書
館
の
人
と
話
し
合
い
を
し
て
お
く
。

□
⑵　

図
書
委
員
の
話
し
合
い
の
中
で
、
読
み
聞
か
せ
を
行
う
時
間
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
意
見
が
出
ま
し
た
か
。
次
の
文
の
　

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
　

が
続
く
時
間
設
定
を
す
る
べ
き
。

□
⑶　

武
田
さ
ん
の
メ
モ
に
は
、　
線
「
小
学
生
以
下
を
対
象
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
対
し
て
話
し
合
い
で
は
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
か
。

□
⑷　

話
し
合
い
で
は
、
さ
ら
に
〈　

〉
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
意
見
の
内
容
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
べ
き
で
す
か
。
解
答
欄ら
ん

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
考
え
て
書

き
な
さ
い
。

〈
幼
い
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
特
に
安
全
に
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。〉

エ

⎣――――⎡

⎦――――⎤

集
中
力

⎣――――⎡

⎦――――⎤

例 

　
高
学
年
に
な
る
と
、
絵
本
で
は
物
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

⎣――――――⎡

⎦――――――⎤

⎣―――⎡

　
　
　
例

　
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。 

⎦―――⎤

子
ど
も
か
ら

３　
A
中
学
校
の
図
書
委
員
の
武た
け

田だ

さ
ん
は
、
市
内
の
図
書
館
で
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
【
武
田
さ
ん
の
メ
モ
】

 □
⑴　

図
書
館
で
読
み
聞
か
せ
を
行
う
場
合
、
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

武
田
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

【
図
書
委
員
の
話
し
合
い
】

武
田　

メ
モ
を
見
な
が
ら
、
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

野の

口ぐ
ち　

ど
の
程
度
の
時
間
で
行
う
予
定
な
の
で
す
か
。

武
田　

三
十
分
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

小こ

坂さ
か　

そ
れ
だ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
集
中
力
が
続
か

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

武
田　

な
る
ほ
ど
。
も
う
少
し
短
い
ほ
う
が
よ
さ
そ

う
で
す
ね
。
絵
本
を
読
ん
で
み
て
、
ど
の
く
ら

い
の
時
間
が
必
要
か
、
計
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

野
口　

小
学
生
と
い
っ
て
も
、
高
学
年
だ
と
、
絵
本

で
は
物
足
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

小
坂　

も
っ
と
幼
い
子
ど
も
た
ち
だ
と
、
保
護
者
の

方
も
い
っ
し
ょ
に
い
る
と
思
う
の
で
、
保
護
者

の
方
の
感
想
も
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

・事前に図書館の担当の方と打ち合わせが必要。
・小学生以下を対象にして、集まってもらう。
→ポスターなどを貼

は

らせてもらえるか？
・絵本などをあらかじめ選んでおき、読み聞かせる。
・紙

かみしばい

芝居などもよい。
・感想を書いてもらう。
→アンケートなどの形がよい？

□
①　

首
位
に
浮
上
す
る
。 

ふ
じ
ょ
う

⎣――⎡

⎦――⎤

□
②　

優
越
感
に
浸ひ

た

る
。 

ゆ
う
え
つ

⎣――⎡

⎦――⎤

□
③　

世
間
を
驚
か
す
。 

お
ど
ろ

　
か
す

⎣――⎡

⎦――⎤

□
④　

暇
を
持
て
余
す
。 

ひ
ま

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑤　

川
岸
で
涼
む
。 

す
ず

　  

む

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑥　

海
外
に
ト
コ
ウ
す
る
。 

渡
航

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑦　

ゴ
ビ
を
は
っ
き
り
言
う
。 

語
尾

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑧　

部
屋
の
カ
ン
キ
を
す
る
。 

換
気

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑨　

山
頂
を
雲
が
オ
オ
う
。 
覆

　
　
う

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑩　

対
策
を
ホ
ド
コ
す
。 

 

施
　
　
す

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑪　

話
が
ム
ジ
ュ
ン
す
る
。 

矛
盾

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑫　

技
術
を
ク
シ
す
る
。 

駆
使

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑬　

カ
ク
ウ
の
人
物
の
話
。 

架
空

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑭　

じ
っ
と
ガ
マ
ン
す
る
。 

我
慢

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑮　

申
し
出
を
コ
バ
む
。 

 

拒
　
　
む

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑶

に

合
いよ

う
が
い

例

⎣―
ら

で
あ号

で

聞
か
せ
て
く

時
間
で
行
う
予
定
な
の
で
す
か
。

く
ら
い

だ
とし

れ。
も本

をか
、も

、し
れち

だう
ので

す

す
る
。う

。

⎦

気

――

話

□
⑫

Sa
mp
le

mp□
⑷
□
⑷

話
い
て
ど

き
な
さ
い

き〈
幼
い
子
ど

〈
幼
い

⎣

子
ど

ち
の
集
中
力
が
続
か

の
集
中
力
が

ね
。

し
短
い
ほ
う
が
よ
さ
そ

い
ほ
う
が
よ
さ
そ

で
み
て
、
ど
の
く
ら

て
、
ど
の
く
ら

て
み
ま
し
ょ
う
。

て
み
ま
し
ょ
う

年
だ
と
、
絵
本

と
、
絵
本

ん
ね
。

保
護
者
のの

保
護
者者

S渡航渡
⎣――⎡⎣――⎡⎡


